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第１ はじめに
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地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波をををを「「「「正正正正しくしくしくしく知知知知りりりり」、「」、「」、「」、「正正正正しくしくしくしく判断判断判断判断しししし」、」、」、」、

「「「「正正正正しくしくしくしく行動行動行動行動するするするする」」」」ためにためにためにために

○○○○ 今回公表今回公表今回公表今回公表するするするする被害想定被害想定被害想定被害想定はははは、、、、南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフをををを震源域震源域震源域震源域とするとするとするとする最大最大最大最大クラスクラスクラスクラス及及及及びびびび発生頻発生頻発生頻発生頻

度度度度のののの高高高高いいいい地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波やややや、、、、中央構造線中央構造線中央構造線中央構造線・・・・長尾断層長尾断層長尾断層長尾断層などをなどをなどをなどを震源域震源域震源域震源域とするとするとするとする直下型地震直下型地震直下型地震直下型地震

についてについてについてについて、、、、最新最新最新最新のののの知見知見知見知見をもとにをもとにをもとにをもとに実施実施実施実施したものですしたものですしたものですしたものです。。。。

○○○○ ただしただしただしただし、、、、例例例例えばえばえばえば、、、、わがわがわがわが家家家家はははは津波津波津波津波のののの浸水区域浸水区域浸水区域浸水区域にににに入入入入ってないからってないからってないからってないから大丈夫大丈夫大丈夫大丈夫などとなどとなどとなどと単単単単

純純純純にににに考考考考えるのはえるのはえるのはえるのは誤誤誤誤りですりですりですりです。。。。今回今回今回今回のののの想定想定想定想定はははは、、、、数多数多数多数多くあるくあるくあるくある可能性可能性可能性可能性のののの中中中中からいくつかからいくつかからいくつかからいくつか

をををを選選選選んだものでんだものでんだものでんだもので、、、、次次次次にににに起起起起こるこるこるこる地震地震地震地震がががが想定想定想定想定どおりになるとはどおりになるとはどおりになるとはどおりになるとは限限限限りませんりませんりませんりません。。。。想定想定想定想定をををを参参参参

考考考考にすることはにすることはにすることはにすることは大事大事大事大事ですがですがですがですが、、、、想定想定想定想定だけにとらわれだけにとらわれだけにとらわれだけにとらわれ、、、、油断油断油断油断してもいけませんしてもいけませんしてもいけませんしてもいけません。。。。

○○○○ このこのこのこの公表公表公表公表によりによりによりにより、、、、県民県民県民県民のののの皆皆皆皆さまはさまはさまはさまは、、、、想定想定想定想定されるされるされるされる地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波にににに対対対対するするするする具体的具体的具体的具体的ななななイイイイ

メージメージメージメージをををを持持持持ってってってって、、、、そのそのそのその特性特性特性特性をををを正正正正しくしくしくしく理解理解理解理解するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、災害災害災害災害がががが発生発生発生発生したときはしたときはしたときはしたときは、、、、正正正正

しいしいしいしい判断判断判断判断のもとのもとのもとのもと、、、、行動行動行動行動していただきたいとしていただきたいとしていただきたいとしていただきたいと思思思思いますいますいますいます。。。。

○○○○ 県県県県としてもとしてもとしてもとしても、、、、このこのこのこの公表公表公表公表をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、県民県民県民県民のののの皆皆皆皆さまがさまがさまがさまが、、、、地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波をををを「「「「正正正正しくしくしくしく知知知知りりりり」、」、」、」、

「「「「正正正正しくしくしくしく判断判断判断判断しししし」、「」、「」、「」、「正正正正しくしくしくしく行動行動行動行動するするするする」」」」ことができるようことができるようことができるようことができるよう取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを進進進進めてまいりますめてまいりますめてまいりますめてまいります。。。。
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第２ 被害想定の対象とする地震
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２．１ 被害想定の対象地震

タイプ 海溝型地震 直下型地震

震源域

南海トラフ※※※※※※※※１１１１１１１１

中央

構造線

長尾

断層最大クラス

※※※※※※※※２２２２２２２２

発生頻度の

高いもの※※※※※※※※３３３３３３３３

地震 ○(Mw9.0) ○ (Mw8.7) ○(M8.0) ○(M7.1)

津波 ○(Mw9.1) ○(Mw8.7) ー ー

(注) Ｍｗ：モーメントマグニチュード ※４ Ｍ：マグニチュード ※５

被害想定の対象とする地震は、「海溝型地震」と「直下型地震」です。

このうち、南海トラフを震源とする海溝型地震は、地震（揺れ）に加え、津波も対

象として、被害想定を行います。
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※１ 南海トラフ

プレートが沈み込み海底が溝状に深くなっている

場所を「海溝」と呼びます。そのうち比較的なだら

かな地形のものを「トラフ」と呼んでいます。

南海トラフは、四国の南側に位置するユーラシア

プレートにフィリピン海プレートが沈み込む水深が

約4000mもある巨大な海底の溝です。

※２ 最大クラス

最大クラスとは、千年に一度あるいはそれよりもっと低い頻度で発生するが、発生す

れば、甚大な被害をもたらす最大クラスの地震・津波です。

※３ 発生頻度の高いもの

発生頻度の高いものとは、一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で発生し、

最大クラスに比べ、規模（震度や津波波高）は小さいものの、大きな被害をもたらす地震

・津波です。

※４ モーメントマグニチュード（Ｍｗ）

地震は地下の岩盤がずれて起こるものです。この岩盤のずれの規模をもとにして計

算したマグニチュード（地震のエネルギー）をモーメントマグニチュード（Mw）といいます。

いわゆるマグニチュード（Ｍ）は、規模の大きな地震になると、岩盤のずれの規模を正

確に表せません。これに対して、モーメントマグニチュードは、巨大地震の規模を物理的

に評価するのに適しており、国際的に広く使われています。

※５ マグニチュード（Ｍ）

一般的にマグニチュードといえば、日本では、気象庁マグニチュードを指します。これ

は、地震計で観測される波の振幅から計算した地震のエネルギーです。

ユーラシアプレート

フィリピン海プレート
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２．２ 海溝型地震

日本の太平洋岸の海底では、海側のプレートが陸側のプレートの下に沈み込

んでいます。沈み込む際にひずみが蓄積され、限界に達したとき、陸側のプレー

トが跳ね上がり、地震や津波が発生します。

このような地震は、海溝型地震と呼ばれ、南海トラフで発生する地震も海溝型

地震です。

南海トラフ
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２．３ 直下型地震

直下型地震は、内陸の地下で発生する地震です。震源が人間の生活圏に近い

ため、比較的小さな地震でも大きな被害を引き起こす場合もあります。

被害想定の対象とする内陸部の断層は、中央構造線と長尾断層ですが、現在

の知見では見つけられない断層もあります。
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（参考）直下型地震の被害想定の対象地震

直下型地震については、文部科学省地震調査研究推進本部において長期評

価の対象となっている活断層（「中央構造線断層帯」及び「長尾断層帯」）につい

て被害想定を行います。
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第３ 公表資料と公表のねらい
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公表資料公表資料公表資料公表資料 公表公表公表公表のねらいのねらいのねらいのねらい 対象地震対象地震対象地震対象地震

震度分布図震度分布図震度分布図震度分布図

■ 各地域で想定される揺れの大きさ（震度）を公表します。

■ 建物の耐震化対策、家具の固定等の地震前の備えや、

地震時の避難行動を考えるための資料として公表します。

■ 地震が発生したら、まずは、揺れから身を守りましょう。

■ 揺れがおさまったら、速やかに避難を開始しましょう。

・最大クラス

・発生頻度の高

いもの

・中央構造線

・長尾断層

・どこでも起こりう

る直下型(参考)

液状化危険液状化危険液状化危険液状化危険

度 予 測 図度 予 測 図度 予 測 図度 予 測 図

■ 液状化による危険度をランク分けして公表します。

■ 地震による揺れがおさまり、避難を行う場合、液状化によ

り道路に段差が生じたり、砂や水などが噴出し、避難の妨げ

になる場合があるため、そのような事態が生じる恐れを把握

するための資料として公表します。

■ 構造物等を設計する際、液状化に関する詳細な調査及

び対策が必要になるかどうかを判断する目安になる資料

として公表します。

■ 地震は揺れだけではありません。液状化による被害も

考慮し、揺れがおさまったら、速やかに避難を開始しましょ

う。

・最大クラス

・発生頻度の高

いもの

・中央構造線

・長尾断層

３．１ 地震に関する公表資料と公表のねらい

揺れの強さを示して

います

液状化の危険度がど

の程度であるかを示

しています
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公表資料公表資料公表資料公表資料 公表公表公表公表のねらいのねらいのねらいのねらい 対象地震対象地震対象地震対象地震

海面変動影海面変動影海面変動影海面変動影

響開始時間響開始時間響開始時間響開始時間

予 測 図予 測 図予 測 図予 測 図

■ 海辺にいる人の人命に影響が出る恐れのある海面変動

（±２０ｃｍ）が生じるまでの時間を「海面変動影響開始時

間」として公表します。

■ 主に、外洋からの津波が到達する前に、海面の変動が

生じる時間を表しています。

■ 実際は、この時間どおりになるとは限りません。揺れが

おさまったら、すぐに避難を開始しましょう

■ 海面の変動が±２０ｃｍより小さくても、海水の流速が早

く危険な場合もありますので、注意しましょう。

・最大クラス

津 波 浸 水津 波 浸 水津 波 浸 水津 波 浸 水

想 定 図想 定 図想 定 図想 定 図

■ 津波による浸水域（浸水する区域）と浸水深（浸水の深

さ）を公表します。

■ 浸水深ごとの避難行動の目安や建物等への影響を理

解してもらうことで、避難行動を考えるための資料として公

表します。

■ 避難先や避難経路をあらかじめ決めておきましょう。

■ 実際は、この浸水域どおりに浸水するとは限りません。

油断せずに行動しましょう。

・最大クラス

・発生頻度の

高いもの

３．２ 津波に関する公表資料と公表のねらい

海面変動や津波に

よって海辺にいる人の

人命に影響が出る恐

れのある水位の変化

が生じるまでの時間を

示しています

最大クラスの津波に

よって浸水する区域

を、浸水の深さごとに

示しています
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公表資料公表資料公表資料公表資料 公表公表公表公表のねらいのねらいのねらいのねらい 対象地震対象地震対象地震対象地震

最高津波水最高津波水最高津波水最高津波水

位 予 測 図位 予 測 図位 予 測 図位 予 測 図

■ 主要港等における最高津波の水位を公表します。

■ 避難行動や被害を想定するための資料として公表しま

す。

■ 最高津波がまず最初にやってくるとは限りません。揺れ

がおさまったら、すぐに避難を開始しましょう。

■ 津波は繰り返しやってきます。津波警報や避難勧告が

解除されるまでは、避難を継続しましょう。

・最大クラス

最高津波の水位を示

しています
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３．３ 公表資料の活用方法

地震に伴う「揺れ」、「液状化」、「津波」といったそれぞれの現象にに対し、下記

の図面を参考に備えてください。

液状化

噴砂

揺れ

津波

地震の発生

地震の発生で起きる現象

・お住まいの地域の揺れの大きさの確認

・揺れの大きさから考えられる危険性の確

認（家具等の移動や転倒）

・建物の耐震化、家具等の転倒防止策 等

・お住まいの地域の液状化が発生する危

険度の確認

・液状化の危険度に応じた対応

　（家の地盤の補強等）

・想定している避難路の液状化への対応 等

　（迂回路の確保等）

・お住まいの地域の津波による浸水の有無

の確認

・避難先や避難経路の確認

・安全避難のための事前の訓練、計画 等

地震が発生する

と地盤の「揺れ」、

「液状化」、「津波」

等といった危険な

現象が発生します。

このような現象が

どのように発生する

のか県民の皆さま

が事前に確認し、

備えていただくため

に必要な資料を公

表しました。

県民の方々の備え・確認 そのために必要と考える資料

・
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第４ 南海トラフの地震・津波

（最大クラス）
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４．１ 想定震源域・想定津波波源域(最大クラス)
最大クラスの想定震源域・想定津波波源域は、最新の科学的知見をもとに設

定している内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」で示されたものを採

用しています。

H24.8.29内閣府公表資料より
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【【【【想定震源域想定震源域想定震源域想定震源域・・・・想定津波波源域想定津波波源域想定津波波源域想定津波波源域】】】】

・内陸側内陸側内陸側内陸側のののの領域端領域端領域端領域端 ：プレート深さ約30kmよりやや深い部分まで拡大

・東側東側東側東側のののの領域端領域端領域端領域端 ： トラフ軸から富士川河口断層帯の北端まで拡大

・南西側南西側南西側南西側のののの領域端領域端領域端領域端 ： 日向灘よりもさらに南西方向に拡大

・トラフトラフトラフトラフ軸側軸側軸側軸側のののの領域端領域端領域端領域端 ：想定震源域はプレート深さ10km、想定津波

波源域は津波地震を考慮して深さ10kmより

浅い部分も対象

【【【【領域設定領域設定領域設定領域設定のののの主主主主なななな根拠根拠根拠根拠】】】】

○○○○最近最近最近最近のののの断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルにににに係係係係るるるる地震学的知見地震学的知見地震学的知見地震学的知見からからからから設定設定設定設定

・地下構造探査、深部低周波地震観測等による詳細なプレート形状

・東北地方太平洋沖地震の津波発生メカニズム

想定震源域

・想定津波

波源域の設

定

○○○○南海南海南海南海トラフトラフトラフトラフでででで発生発生発生発生したしたしたした過去地震過去地震過去地震過去地震についてについてについてについて、、、、できるできるできるできる限限限限りりりり過去過去過去過去にににに遡遡遡遡ってってってって

資料資料資料資料をををを収集収集収集収集・・・・整理整理整理整理

・古文書調査・地殻変動調査

・津波堆積物調査・遺跡の液状化痕跡調査

過去地震の

取扱い

○○○○科学的知見科学的知見科学的知見科学的知見にににに基基基基づくづくづくづく、、、、あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる可能性可能性可能性可能性をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした最大最大最大最大クラスクラスクラスクラスのののの巨巨巨巨

大大大大なななな地震地震地震地震・・・・津波津波津波津波をををを想定想定想定想定

想定の対象

内閣府の設定の考え方項目

（参考）内閣府の想定震源域・想定津波波源域の設定の考え方

H23.12.27内閣府中間とりまとめ公表資料より



19

①基本ケース

②東側ケース

③西側ケース

④陸側ケース

強振動生成域強振動生成域強振動生成域強振動生成域のののの配置配置配置配置

強振動生成域強振動生成域強振動生成域強振動生成域のののの配置配置配置配置

強振動生成域強振動生成域強振動生成域強振動生成域のののの配置配置配置配置

強振動生成域強振動生成域強振動生成域強振動生成域のののの配置配置配置配置

震度分布震度分布震度分布震度分布 震度分布震度分布震度分布震度分布

震度分布震度分布震度分布震度分布 震度分布震度分布震度分布震度分布

H24.8.29内閣府公表資料より

４．２ 強震断層モデル（最大クラス）

強震断層モデルは、内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」の第二次

報告（H24.8.29公表）で示された下記４ケースの強震断層モデルを採用しています。

また、震度分布図は、４ケースの強震断層モデルにおける震度の最大値の分

布図としています。
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（参考）強震断層モデル（最大クラス）

地震の揺れを計算するには、震源断層域（地震時に動く断層域）の中で、強い

地震波を発生させる領域（強震動生成域）を決める必要があります。これを強震

断層モデルといいます。

強震断層モデルは、内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」の第二次

報告（H24.8.29公表）で示された４つのケースを採用し、１２５ｍメッシュ単位で震

度を推計しています。

この４ケースは、それぞれ①基本ケース、②東側ケース、③西側ケース、④陸

側ケースと呼ばれています。

①基本ケース：中央防災会議による東海地震、東南海・南海地震の検討

結果を参考に設定

②東側ケース：基本ケースの強震動生成域をやや東側（トラフ軸から見て、

トラフ軸に概ね平行に右側）の場所に設定

③西側ケース：基本ケースの強震動生成域をやや西側（トラフ軸から見て、

トラフ軸に概ね平行に左側）の場所に設定

④陸側ケース：基本ケースの強震動生成域を可能性がある範囲で最も陸

側（プレート境界面の深い側）の場所に設定
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４．３ 津波断層モデル（最大クラス）

津波断層モデルは、内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」の第二次

報告（H24.8.29公表）で示された下記１１ケースのうち、ケース③・④・⑤・⑦・⑧を

採用しています。また、津波浸水想定図は、採用モデルにおける浸水深（浸水す

る深さ）の最大値の想定図としています。

【基本的な検討ケース】（５ケース） 【その他派生的な検討ケース】（６ケース）

大すべり域、超大すべり域が１箇所のパターン【５ケース】
大すべり域、超大すべり域に分岐断層も考えるパターン【２ケース】

大すべり域、超大すべり域が２箇所のパターン【４ケース】

採用ケース

H24.8.29内閣府公表資料より
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（参考１）津波断層モデル（最大クラス）

内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」の第二次報告（H24.8.29公表）

において示された１１ケースの津波断層モデルは、大すべり域及び超大すべり域

が１箇所の場合の「基本的な検討ケース」（５ケース）と「その他派生的な検討

ケース」（６ケース）であり、このうち、ケース③・④・⑤・⑦・⑧を採用し、１０ｍメッ

シュ単位で推計しています。

○○○○基本的基本的基本的基本的なななな検討検討検討検討ケースケースケースケース（（（（計計計計５５５５ケースケースケースケース））））

＜＜＜＜大大大大すべりすべりすべりすべり域域域域、、、、超大超大超大超大すべりすべりすべりすべり域域域域がががが１１１１箇所箇所箇所箇所ののののパターンパターンパターンパターン【【【【５５５５ケースケースケースケース】】】】＞＞＞＞

ケース①：「駿河湾～紀伊半島沖」に「大すべり域＋超大すべり」域を設定

ケース②：「紀伊半島沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定

ケース③：「紀伊半島沖～四国沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定

ケース④：「四国沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定

ケース⑤：「四国沖～九州沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定

○○○○そのそのそのその他派生的他派生的他派生的他派生的なななな検討検討検討検討ケースケースケースケース（（（（計計計計６６６６ケースケースケースケース））））

＜＜＜＜大大大大すべりすべりすべりすべり域域域域、、、、超大超大超大超大すべりすべりすべりすべり域域域域にににに分岐断層分岐断層分岐断層分岐断層もももも考考考考えるえるえるえるパターンパターンパターンパターン【【【【２２２２ケースケースケースケース】】】】＞＞＞＞

ケース⑥：「駿河湾～紀伊半島沖」に「大すべり域＋（超大すべり域、分岐断層）」を設定

ケース⑦：「紀伊半島沖」に「大すべり域＋（超大すべり域、分岐断層）」を設定

＜＜＜＜大大大大すべりすべりすべりすべり域域域域、、、、超大超大超大超大すべりすべりすべりすべり域域域域がががが２２２２箇所箇所箇所箇所ののののパターンパターンパターンパターン【【【【４４４４ケースケースケースケース】】】】＞＞＞＞

ケース⑧：「駿河湾～愛知県東部沖」と「三重県南部沖～徳島県沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を2箇所設定
ケース⑨：「愛知県沖～三重県沖」と「室戸岬沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を2 箇所設定
ケース⑩：「三重県南部沖～徳島県沖」と「足摺岬沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を2 箇所設定
ケース⑪：「室戸岬沖」と「日向灘」に「大すべり域＋超大すべり域」を2 箇所設定
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（参考２）市町別津波断層モデル（最大クラス）

津波断層モデルは、浸水状況に影響を及ぼすと考えられるモデルを採用しています。

なお、市町別の津波断層モデルは下記のとおりです。

③ ④ ⑤ ⑦ ⑧

高 松 市

丸 亀 市

坂 出 市

観 音 寺 市

さ ぬ き 市

東 か が わ 市

三 豊 市

土 庄 町

小 豆 島 町

直 島 町

宇 多 津 町

多 度 津 町

市　　町

採用モデル
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４．４ 津波シミュレーションの条件(最大クラス)

堤防等の構造物の取り扱い

主なシミュレーション条件は、下記のとおり設定しました。

・河川・海岸等の構造物は、盛土構造物（土で築造された堤防等）は７５％

沈下、コンクリート構造物は１００％沈下

・津波が堤防等の構造物を乗り越えた場合、破壊すると仮定

堤防等

の構造物

・地震による地殻変動は、海域は隆起・沈降を考慮し、陸域は隆起は考慮

せず、沈降のみを考慮

・液状化による陸域の沈降量を考慮

地盤高

・平水流量又は沿岸の朔望平均満潮位と同じ水位河川

・朔望平均満潮位の統計値（過去５年間）及び港湾構造物設計に用いる朔

望平均満潮位のうち高い方

海域

潮位
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第５ 南海トラフの地震・津波

（発生頻度の高いもの）
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地震の強震断層モデルは、「南海トラフにおける発生頻度の高い津波の基本的な考え

方」（H24.8.29内閣府公表資料）を踏まえ、下記の４地震のモデルを採用しています。

また、震度分布図は、この４つのモデルにおける震度の最大値の分布図としています。

津波の断層モデルは、下記モデルのうち、①・②を採用しています。

また、津波浸水想定図は、採用モデルにおける浸水深（浸水する深さ）の最大値の想定

図としています。

５．１ 地震・津波断層モデル(発生頻度の高いもの)

④安政南海地震モデル：1854(M8.4)

①東南海・南海地震・２連動モデル(M8.6) ③宝永地震モデル：1707(M8.6)

②東海・東南海・南海地震・3連動モデル(M8.7）
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５．２ 津波シミュレーションの条件

(発生頻度の高いもの)

堤防等の構造物の取り扱い

主なシミュレーション条件は、下記のとおり設定しました。

・河川・海岸等の構造物の沈下は見込まない

・津波が堤防等の構造物を乗り越えた場合、破壊すると仮定

堤防等

の構造物

・地震による地殻変動は、海域は隆起・沈降を考慮し、陸域は隆起は考慮

せず、沈降のみを考慮

・ただし、液状化による陸域の沈降量は考慮しない

地盤高

・最大クラスと同じ河川

・最大クラスと同じ海域

潮位
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第６ 直下型地震
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６．１ 中央構造線（断層モデル）

中央構造線断層帯は、関東から中部・近畿地方、淡路島南部の海域を経て、四国北部を東

西に横断し、九州まで達する長大な断層帯です。このうち、被害想定の対象とする断層は、讃

岐山脈南縁から石槌山脈北縁東部に位置する断層（長さ約130km）です。発生頻度は、1千年

～1千6百年に一度となっています。

震度分布図は、文部科学省地震調査研究推進本部が設定した下記の断層４ケースにおけ

る震度の最大値の分布図としています。

文部科学省地震調査研究推進本部 J-SHISより
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６．２ 長尾断層（断層モデル）

ケース１ ケース２

ケース３

強震動生成域

（アスペリティ）

破壊開始点

断層面

長尾断層帯は、讃岐山脈の北縁に分布する活断層帯で、さぬき市から高松市南部を経

て高松市香南町に至り、長さは約２４ｋｍ、概ね東西方向に延びており、断層の南側が北

側に対して相対的に隆起する逆断層です。発生頻度は、3万年に一度となっています。

震度分布図は、文部科学省地震調査研究推進本部が設定した下記の断層３ケースにお

ける震度の最大値の分布図としています。

文部科学省地震調査研究推進本部 J-SHISより
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第７ その他（参考）
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７．１ 震度予測の概要

震度予測は、震源（断層）からのゆれの伝播、増幅を計算します。計算の基本

的な考え方は以下のとおりです。

・地盤モデルについては、県独自で県内の地質調査資料（約8400本）を収集

整理したうえで、内閣府のモデルを修正し、香川県独自モデルを作成して

います。（そのため、内閣府公表の震度とは異なる地域もあります。）

・震度予測の手法は内閣府と同じ手法を採用しています。

＜＜＜＜震度予測震度予測震度予測震度予測モデルモデルモデルモデル・・・・手法手法手法手法のののの概要概要概要概要＞＞＞＞
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７．２ 震度ごとの主な被害状況

気象庁HPより
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（参考）木造建物の被害率曲線

1981年（昭和56年）の新耐震基準以降の建物は、震度７でも全壊被害の確率が

小さくなっています。

昭和56年以前の旧耐震基準による建物は、全壊被害の確率が大きくなってい

るので、建物の耐震対策は重要です。

震度５強 震度６弱 震度６強 震度７

H24.8.29 内閣府公表資料より
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直下型地震は、現在、知られていない断層で発生する場合があります。この未知

の断層に対する危険性を知ってもらうために、全県の直下を断層と仮定し、一律マ

グニチュード６．９の地震が発生したと仮定した場合の震度分布図を公表しています。

７．３ どこでも起こりうる直下型地震

＜＜＜＜香川県香川県香川県香川県のののの直下直下直下直下でででで一律一律一律一律にににに発生発生発生発生するするするする地震地震地震地震ののののイメージイメージイメージイメージ＞＞＞＞

マグニチュード6.9のゆれ（地震）
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７．４ ゆれやすさマップ

地震による地表でのゆれは、地震の規模（マグニチュード）、震源からの距離、

表層の地盤の固さ・柔らかさなどによって変わってきます。マグニチュードや震源

からの距離は同じでも、表層の地盤が柔らかいとゆれやすくなります。

この地図は表層の地盤の固さ・柔らかさを示したものです。

H17.10内閣府「表層地盤のゆれやすさ全国マップ」説明資料より
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７．５ マグニチュードと震度の関係

地震のエネルギーの大きさを表すのがマグニチュードです。マグニチュードが１

増えれば地震のエネルギーは約３０倍、２増えると約１０００倍になります。

震度は、ある地点におけるゆれの強さの程度を表すもので、同じマグニチュード

の地震でも、震源からの距離の違いや地盤の違い等によって震度は異なります。

マグニチュードと震度の関係は、電球の明るさ（ワット数）とそれを受ける人の明

るさの関係に例えられます。

例えば、電球の明るさを表すワット数（地震に例えるとマグニチュード）が一定の

場合、電球から近い人は明るく（ゆれ（震度）が大きく）感じ、遠くにいる人は暗く（ゆ

れ（震度）が小さく）感じます。

マグニチュードと震度の関係のイメージ

電球電球電球電球のののの明明明明るさるさるさるさ（（（（ワットワットワットワット数数数数））））

＝＝＝＝マグニチュードマグニチュードマグニチュードマグニチュードにににに相当相当相当相当
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７．６ 液状化予測の概要

液状化の予測は、香川県で収集したボーリング調査（地面の地層を確認する

調査）のデータから、地層の種類毎に液状化の可能性ある地層を対象として、地

表面の液状化の危険度を算出します。

液状化する地層

液状化する地層

顕著に液状化する地層

液状化する地層

液状化しない地層

液状化しない地層

地層毎に液状化

の危険度を算出

地層毎に液状化

の危険度を算出

地層毎に液状化

の危険度を算出

地層毎に液状化

の危険度を算出

地層毎の危険度から地表での

液状化の危険度を判定

地下水位

液状化危険度の判定のイメージ

概
ね

2
0
m
程

度
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７．７ 津波に関する用語

朔望平均満潮位と津波により上昇した海面の高さとの差津 波 波 高

朔（新月）および望（満月）の日から5日以内に現れる、各月の最高

満潮面の平均値

朔望平均満潮位

東京湾平均海面（Ｔ.Ｐ.)からの高さ標 高 （ 海 抜 ）

東京湾の代表地点における平均潮位の海面の高さ

標高の基準となる。【東京湾平均海面＝標高（海抜）ゼロメートル】

※Ｔ.Ｐ.とは、「Ｔｏｋｙｏ Ｐｅｉｌ」の略で、「Ｐｅｉｌ(ﾍﾟｲﾙ)」とは、水位または基準面を表すオランダ語

東京湾平均海面

(Ｔ.Ｐ.)

浸水域の水面から地面までの深さ浸 水 深

東京湾平均海面（Ｔ.Ｐ.)と津波により上昇した海面の高さとの差津 波 水 位

説明用語

さくぼう

 
 

海岸線 

浸水深(m) 

東京湾平均海面(T.P.) 

津波水位 

（標高）(m) 

浸水域 

(津波波高) 

地震後の堤防 (朔望平均満潮位) 

地震前の堤防 
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７．８ 浸水深の目安

浸水深 浸水深の目安

5m 5m以上になると、2階建ての建物（あるいは2階部分まで）が
水没する。

3m 3m 以上になると木造家屋のほとんどが全壊する。

2m 2m 以上になると、木造家屋の半数が全壊する。

1m 1m以上になると、避難せずに津波に巻き込まれた場合、ほ
とんどの人が亡くなる。

0.3m 0.3m以上になると、避難行動がとれなく（動くことができなく）
なる。

H24.8.29内閣府公表資料より


